　　　今月の樹「アオギリ」　　　　　　　　　　　
　

　植物の和名の付け方には、学名のように決まったルールはなく、命名者に任されている。この為、命名の由来を聞いても現物と結び付かないケースが多々ある。しかし、このアオギリに関しては、幹が青（緑色）く葉がキリに似ていると聞けば誰しもが納得するであろう。　　　　　　　　　　　　　　
　「アオギリ」（Firmiana simplex）はアオギリ科アオギリ属の落葉高木で、沖縄、台湾、中国南部に分布する亜熱帯性の樹木である。現在は伊豆・紀伊半島、四国、九州などの暖かい地方の沿岸地に自生しているが、元来は中国から輸入されたものである。中国では古代、アオギリは伝説の鳥、鳳凰（ほうおう）の棲む場所であり、幸運の樹ともいわれていた。陽樹で、十分に日のあたる肥沃な土地を好む。仙台まで植栽が可能である。庭園、公園および街路樹としてよく植えられ、緑陰樹に適している。潮風や大気汚染にも比較的強い。
樹高は１５ｍ、直径６０ｃｍに達する。樹形は直幹性で、羽状型、生育が早く１年に１～１．５ｍも伸長する。ミズキのように毎年階段状に太い枝を１カ所から輪状に分岐するので、十数年間は樹齢を枝から測定することができる。樹皮はなめらかで緑色をしている。
葉は大型の単葉で互生し、枝先に集まってつく。形は扁円形、心臓形で長さ１５～２５ｃｍ、幅１５～２７ｃｍ。掌状に浅く３～５裂し、縁は全縁である。葉柄は１０～３０ｃｍと長い。葉柄が長く、大きな葉をもつ樹種は陽樹が多く、明るい立地での生育に適している。
花期は６～７月で枝先に大きな円錐花序をつけ、多数の淡黄色の小花を開く。１つの花序に雄花と雌花がまざってつく。雌雄同株である。
　雌しべの子房は５枚の心皮からできている。子房が大きくなり、９～１０月に熟した果実は、ボート形の心皮（長さ５～１０センチ）を１枚ずつ風に飛ばさせ、落下する。風による種子散布である。心皮は縁に１～５個のエンドウのような球形の種子をつけている。アオギリの雌しべは柱頭が１つにみえるが、成長して、果実が開くと５つに分かれるこのことから５枚の心皮が集まって、１つの子房や柱頭をつくっていたことがわかる。
　　　　　　　　　　　July.　２０１５．ＮＫＣ
被子植物の被子というのは、子房が胚珠または種子を覆っていることを指すが、アオギリの子房の中に種子があり、被子の様子を観察することができる。
樹皮繊維は強靱で、織物、縄、網の原料になる。樹皮には粘質物が含まれており、水に浸し製紙糊料や洗髪料として利用された。
　種子は炒ると食べられる。室町時代には種子を菓子としていたと伝えられる。戦時中は種子を炒り粉にしてコーヒーの代用としたとのこと。
　種子の漢方生薬名は梧桐子（ごとうし）とよばれ、健胃の効果があり、炒って服用すると、腹痛、胃痛などに効くといわれている。
　葉は血圧降下、動脈硬化予防に効果があるという。また、葉を乾燥させてタバコの代用にしたという報告もある。
但馬、湯村温泉には川岸近くに大きな傘をかざした足湯「アオギリの湯」がある。この地とアオギリとの関係は？であるが・・、この温泉を舞台としてＮＨＫ・ＴＶで放映された「夢千代日記」に因んでいる。吉永小百合さんが演じた芸者・夢千代は広島で被爆し後遺症に苦しみながらも健気に生き抜く姿で描かれていた。この姿と、広島に投下された原爆により、焼けただれながらも新芽を出し、人々に勇気と希望を与えたとされる「被爆アオギリ」をダブらせたものであろう。湯村温泉はこのドラマの舞台として名が知られ、これを記念して夢千代館が設けられ、夢千代の傘をイメージした造りの足湯が設けられたというわけである。また、夢千代館では被爆アオギリの２世、３世の苗を譲り受け育てている。足湯の傍らにも植えこまれていることから「アオギリの湯」としたのであろう。


被爆アオギリ
広島市が選定した被爆樹木の一つであり、その中でも代表的なものである。現在は、広島平和記念資料館東館の北側に2本生息している。6月から7月にかけて黄色い花を咲かせ　なお、その付近に被爆アオギリ二世と見られているアオギリも自生している。
最初の植樹時期は不明。元々は別の場所に植えられており、戦中は広島逓信局の中庭（のちの日本郵政公社中国郵政局、現日本郵政グループ広島ビル付近）に、4本生息していた。1945年8月6日広島市への原子爆弾投下により被爆。爆心地から約1.30キロメートル離れたところに位置した。逓信局敷地内の建物の影にならず爆心地方向からまともに原爆の熱線と爆風を浴び、4本のうち1本が焼失したものの、残り3本は奇跡的に助かった。翌1946年春には芽が咲いている。1973年、中国郵政局が新庁舎に建て替えることになったことを機に、被爆アオギリは現在の平和公園内に移植された。なお、移植当初は3本生存していたが、うち1本は1996年に枯れてしまった。また残った被爆アオギリも落書きの被害を受けたり、平成16年台風第18号で倒壊したりしているが、市により復旧保全されている。
被爆アオギリ二世
残る2本から取れる種やそこから育てた苗木「被爆アオギリ二世」は、広島市の平和活動の一環として日本国内のみならず世界中に配布され、植えられている。あわせて長崎市では、長崎原爆における代表的な被爆樹木である山王神社の「被爆クスノキ」二世も同様に配布されている。
（以上、広島市広報誌より）
アオギリの歌
電車にゆられ　平和公園
やっと会えたね　アオギリさん
小学校の校庭の木のお母さん
たくさん　たくさん　たね生んで
家ぞくがふえたんだね　よかったね
遠いむかしの　きずあとを
直してくれる　アオギリの風
遠いあの日の　かなしいできごと

資料館で見た　平和の絵
いろんな国の　人々や
私がみんなが　考えてゆく広島を
勇気をあつめ　ちかいます
あらそいのない国　平和の灯（ひ）
遠いむかしの　できごとを
わすれずに思う　アオギリのうた
これから生まれてゆく　広島を大切に

広島のねがいはただひとつ
せかい中のみんなの明るい笑顔

（この歌は９歳の女児の作詩・作曲、You tubeに収録されています。）

